
学 科 目 授 業 科 目
単位数 学年配当（単位数）

卒業要件
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学部基幹科目 健康福祉概論 2 2

選択科目の中から
84単位以上選択必
修すること。

そのうち、10単位
までは他学部他学
科の専門教育科目
を修得することが
できる。

ただし、「社会福
祉に関する科目
群」及び「健康ス
ポーツに関する科
目群」よりそれぞ
れ30単位以上選択
必修すること。な
お、「社会福祉に
関する科目群」か
ら選択必修する単
位のうち、6単位
までは「社会福祉
及び健康スポーツ
関連科目群」の科
目より修得するこ
とができる。

○

学

科

専

門

科

目

学科基幹科目
生活支援学総論 2 2
現代社会と福祉Ⅰ 2 2 ○
現代社会と福祉Ⅱ 2 2 ○
スポーツ健康福祉学概論 2 2

小 計 8 2 6 4 0 0 0 0 0 0
ゼ ミ ナ ー ル スポーツ健康福祉学演習Ⅰ 2 2

スポーツ健康福祉学演習Ⅱ（含卒業研究） 4 4

社

会

福

祉

に

関

す

る

科

目

人・社会・生活

人体の構造と機能及び疾病Ⅰ 2 2 ◎ ○
人体の構造と機能及び疾病Ⅱ 2 2 ○ ○
心理学Ⅰ 2 2 ○
心理学Ⅱ 2 2 ○
生涯発達心理学 2 2
社会理論と社会システム 2 2 ○
社会調査の基礎 2 2 ○

地 域 福 祉

地域福祉の理論と方法Ⅰ 2 2 ○
地域福祉の理論と方法Ⅱ 2 2 ○
福祉サービスの組織と経営 2 2 ○
福祉行財政論 1 1 ○
福祉計画論 1 1 ○

福 祉
サービスに
関する知識

社会保障論Ⅰ 2 2 ○
社会保障論Ⅱ 2 2 ○
高齢者福祉論 2 2 ○
介護論 2 2 ○
障害者福祉論 2 2 ○ ○
児童・家庭福祉論 2 2 ○
公的扶助論 2 2 ○
保健医療サービス 2 2 ○
就労支援サービス 1 1 ○
権利擁護と成年後見制度 2 2 ○
更生保護制度 1 1 ○

相談援助の
理論と方法

相談援助の基盤と専門職Ⅰ 2 2 ○
相談援助の基盤と専門職Ⅱ 2 2 ○
相談援助の理論と方法Ⅰ 2 2 ○
相談援助の理論と方法Ⅱ 2 2 ○
相談援助の理論と方法Ⅲ 2 2 ○
相談援助の理論と方法Ⅳ 2 2 ○

相談援助の
演習・実習

相談援助演習Ⅰ 1 1 ○
相談援助演習Ⅱ 1 1 ○
相談援助演習Ⅲ 1 1 ○
相談援助演習Ⅳ 1 1 ○
相談援助演習Ⅴ 1 1 ○
社会福祉援助技術実習指導Ⅰ 2 2 ○
社会福祉援助技術実習指導Ⅱ 2 2 ○
社会福祉援助技術実習指導Ⅲ 2 2 ○
社会福祉援助技術実習 4 4 ○

健
康
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
科
目

基 礎 科 目

運動学（運動方法学を含む） 2 2 ◎ ○
生理学（運動生理学を含む） 2 2 ◎ ◎
バイオメカニクス 2 2 △2 ◎
コーチング学 2 2 ○
スポーツ心理学 2 2 △2 ◎ ◎ ○
スポーツ社会学 2 2 ◎ ◎ ○
スポーツマネジメント論 2 2 ○
スポーツ行政学 2 2 △2
スポーツ栄養学 2 2 △2 ◎ ◎ ○
生涯スポーツ論 2 2
健康管理学 2 2 ○ ○
衛生学（公衆衛生学を含む） 2 2 ◎
救急処置（学校安全を含む） 2 2 ◎ ◎ ◎ ○
精神保健学Ⅰ 2 2 ◎
精神保健学Ⅱ 2 2 △1
学校保健 2 2 ◎

スポーツ健康福祉学科 専門教育科目



学 科 目 授 業 科 目
単位数 学年配当（単位数）

卒業要件
資格必修選択区分
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基 礎 科 目

運動方法学演習1（体つくり） 1 1

選択科目の中から
84単位以上選択必
修すること。

そのうち、10単位
までは他学部他学
科の専門教育科目
を修得することが
できる。

ただし、「社会福
祉に関する科目
群」及び「健康ス
ポーツに関する科
目群」よりそれぞ
れ30単位以上選択
必修すること。な
お、「社会福祉に
関する科目群」か
ら選択必修する単
位のうち、6単位
までは「社会福祉
及び健康スポーツ
関連科目群」の科
目より修得するこ
とができる。

◎
運動方法学演習2（器械運動） 1 1 ◎
運動方法学演習3（陸上） 1 1 ◎
運動方法学演習4（水泳） 1 1 ◎ ◎ ◎
運動方法学演習5（バスケットボール） 1 1 △3
運動方法学演習6（サッカー） 1 1 △3
運動方法学演習7（柔道） 1 1 △4
運動方法学演習8（剣道） 1 1 △4
運動方法学演習9（ダンス） 1 1 ◎
運動方法学演習10（健康体力つくり） 1 1 ◎
運動方法学演習11（アダプテッド・スポーツ） 1 1 ◎
運動方法学演習12（キャンプ） 1 1
運動方法学演習13（スキー） 1 1

健康運動支援
関 連 科 目

運動処方 2 2 △1 ◎
運動負荷試験 2 2 ○
測定評価 2 2 ◎
健康体力づくり論 2 2 ◎ ◎
健康産業施設等現場実習 2 2 ○
健康運動総合演習Ⅰ 2 2
健康運動総合演習Ⅱ 2 2

生 涯
スポーツ支援
関 連 科 目

地域スポーツ実践演習 2 2 ○
レクリエーション支援論 2 2 ○
レクリエーション支援演習 2 2 ○
アダプテッド・スポーツ論 2 2 ◎ ○
発育発達とスポーツ 2 2 ◎ ○
高齢者の健康と運動 2 2
リハビリテーション論 2 2 ○

社 会 福 祉 及 び
健 康 ス ポ ー ツ
関 連 科 目

ユニバーサルデザイン概論 2 2
ユニバーサルデザイン各論 2 2
健康生活と福祉技術 2 2
健康福祉情報処理 2 2
健康福祉統計法 2 2
インターンシップ 4 4

教 職 に 関 す る
科 目

保健体育科教育法Ⅰ 2 2 ◎
保健体育科教育法Ⅱ 2 2 ◎
保健体育科教育法Ⅲ 2 2 ○
保健体育科教育法Ⅳ 2 2 ○
教職論 2 2 ◎
教育原論 2 2 ◎
教育心理学 2 2 ◎
教育制度論 2 2 ◎
教育課程論 1 1 ◎
道徳教育指導論 2 2 ○
特別活動論 1 1 ◎
教育方法論 2 2 ◎
生徒指導論 2 2 ◎
進路指導論 1 1 ◎
教育相談 2 2 ◎
教職実践演習（中・高） 2 2 ◎
教育実習事前事後指導 1 1 ◎
教育実習 4 4 ◎

小 計 14192172631363740 9 10
合 計 14192172631363740 9 10

平
成
26
年
度
入
学
生
以
降
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リ
キ
ュ
ラ
ム
一
覧

注1）教職資格の◎は、中学校教諭および高校教諭の両資格の必修科目で、○は、中学校教諭のみの必修科目である。
注2）教職資格の△1から△4の教科目から中学校教諭は、6単位選択必修、高校教諭は、12単位選択必修である。

ただし、△2から△4よりそれぞれ1教科選択必修となる。
注3）健康運動資格の◎は、健康運動指導士資格と健康運動実践指導者資格の両資格の必修科目で、○は、健康運動指導士資格の

みの必修科目である。
注4）障害者スポーツ資格の○は、初級資格のみの必修科目で、◎は、中級資格の必修科目である。




